
Google乗換案内
公開後の管理・活用

この資料は「標準的なバス情報フォーマット広め隊」が作成
２０２４年８月６日現在（パートナーダッシュボードのURLを修正）

＜管理＞
１．データ更新の流れ
２．Googleアカウントについて
３．パートナーダッシュボード（管理画面） ダイヤ改正時のGTFSデータのアップロード
４．ダイヤ改正後のデータが反映されるタイミング
５．運行情報（アラート）の登録方法

＜活用＞
６． WEBサイトにGoogleマップのバス停や経路検索のリンクを掲載
７．バス停の写真

データ提供②

Googleマップを用いて経路検索できる機能のことを、ここでは「Google乗換案内」と表現しています。
Google乗換案内の管理画面である「パートナーダッシュボード」の使い方、

運行情報（アラート）の登録方法について説明しています。



１．データ更新の流れ（ダイヤ改正）
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時刻の変更・停留所の新設・名称変更・
経路変更・路線廃止・運賃改定などの場合

ツールを用いてダイヤ改正後のGTFSデータを作成

データがただしいか確認
Validator、GTFS Test Viewer、運行日チェッカーにて確認

GTFSデータをアップロード

反映

Google乗換案内

反映

国内コンテンツプロバイダ

メールにて改正の連絡

なるべく早くデータ提供することにより、ダイヤ改正日か
ら反映が可能 推奨：ダイヤ改正３週間前

アップロードしてから24時間～48時間ほどで反映されます。
出発日を改正日以降の日付で経路検索すると、ダイヤ改正後の時刻で検索されます。

ただし、運賃と停留所マークはダイヤ改正日後に反映されます。

新規掲載時には「プレビュー」にて一般非公開で確認できますが、
公開後は「プレビュー」がありません。
公開前チェックリストの送信は不要です。
アップロードすると、24時間～48時間ほどで本番として反映されます。

改正後のGTFSデータを
オープンデータとして公開

※オープンデータとして公開が難しい場合は、コンテンツ
プロバイダへGTFSデータをメールにて送信

Google乗換案内にGTFSデータが取り込まれる
[コンテンツプロバイダ側の処理]

オープンデータを取得して、自社のサービ
スにデータを取り込む

【重要】Googleは
自らデータのアップロード・
管理をする必要があります

Googleマップにて反映されたことを確認



１．データ更新の流れ（年１回）
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運行日の見直し、祝日の見直し、提供終了日の更新を行うため、
ダイヤ改正がなくとも、少なくとも年１回以上の確認を行い、データのアップロードを行います
Googleに登録済みのアラートについても確認をしておきましょう。

ツールを用いて運行日カレンダーを修正 GTFSデータを作成

データがただしいか確認
Validator、GTFS Test Viewer、運行日チェッカーにて確認

国内コンテンツプロバイダ

反映

メールにてデータ更新の連絡

更新後のGTFSデータを
オープンデータとして公開

[コンテンツプロバイダ側の処理]
オープンデータを取得して、自社のサービ

スにデータを取り込む

GTFSデータをアップロード

反映

Google乗換案内

アップロードしてから24時間～48時間ほどで反映されます。

Google乗換案内にGTFSデータが取り込まれる

※オープンデータとして公開が難しい場合は、コンテンツ
プロバイダへGTFSデータをメールにて送信

【重要】Googleは
自らデータのアップロード・
管理をする必要があります

Googleマップにて反映されたことを確認



１．データ更新の流れ（ダイヤ改正）
Q）４月１日にダイヤ改正があるとします。
３月中に改正後のGTFSデータをGoogleへアップロードすると、どうなるでしょうか。

その筋屋

ダイヤ改正日

A）
・出発日がダイヤ改正日以前（～３月３１日）で検索した場合は、現行のデータ
・出発日をダイヤ改正日以降（４月１日～）で検索した場合は、新たにアップロードした改正後データ
にて検索結果が表示されます。

4月１日から有効開始のデータについては、以下に設定した日付がダイヤ改正日として判断します。
（ feed_info.txtファイルのfeed_start_date ）
注意：現行のデータの有効期限が12/31まで、更新後データのダイヤ改正日を新年1/3として設定した場合 1/1,1/2の運行が
欠落してしまい、Googleマップに正しく反映されません。
データの欠落期間が生じないよう、データの期限は年末ではなく、年始の最初の運行開始日にすることをお勧めします

見える化共通入力フォーマット 履歴シート

一番最後の行の
ダイヤ改正日

Google乗換案内 公開後の管理・活用 4

西沢ツール 提供情報・事業者情報シート

提供開始日

改正後現行

欠落

期間の間が空
いてはいけま
せん

改正後現行

期間の間が空
いてはいけま
せん



２．Googleアカウントについて
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Goole乗換案内に登録・管理するために必要なアカウントやメールアドレスについて
・Google乗換案内チームとやり取りするメールアドレスは、
通常の業務で使用しているメールアドレスを使用します。
（.co.jp, .com, .lg.jp などの組織のメールアドレス）
Google乗換案内チーム から連絡がある場合は、このメールアドレスに届きます。
担当者が変わったときは、Google乗換案内チームへ連絡してください。

・パートナーダッシュボード（管理画面）にログインするために
Googleアカウントが必要です。
データエラーや期限切れの通知など、Googleアカウントのメールに、メール通知を設定する

ことができます。
【重要：アカウントの管理について】
１）アカウントの情報（パスワード）は忘れないようにしてください。
担当者が変わるときには忘れずに引き継ぎを行ってください。

２）パソコンを変えた場合は、新たなパソコンにてログインをできることを確認してください。

３）２年間ログインをおこわないと、アカウントは失効となります。
（年に１度のデータ更新をきちんをおこなっておけば、失効することはないです）

４）２段階認証、パスキーを設定すると、担当者以外のログインできなくなる恐れがあります。
部署で共有する場合は、設定しないほうがスムーズに運用できます。



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１）
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データをアップロード・管理する画面です。

• 乗換案内を管理するGoogleアカウントにてログインすることができます。
（共有設定を行うと、複数部署でアカウントを作成して管理したり、サポート担当者等のアカ
ウントを追加可能です）

• GTFSデータをアップロード
• 手動でデータをアップロードする方法
• GTFSデータリポジトリや、サーバーなどに格納したGTFSデータを、定期的に自動取得
する方法

• アップロードしたデータの内容を確認（Validation Report）
• 停留所の位置の地図
• 路線ごとの時刻
• 前回データとの差分
• エラー・ワーニングの有無

• マニュアルアラート（運行情報）を登録

• 通知先のメールアドレスの設定



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（２）
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ダッシュボードを開く
インターネットブラウザで https://transitpartners.webapps.google.com/ を開きます。
Googleアカウントでログインする必要があります。

7

Google乗換案内パートナーヘルプ
https://support.google.com/transitpartners/answer/6375243?hl=ja&ref_topic=1095593

フィード名

共有ボタン
ログインで
きるアカウ
ントを追加

Eメール通知設定

Bus-xxxx-xxx-jp

https://transitpartners.webapps.google.com/


３．パートナーダッシュボード（管理画面）（３）
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フィードを開く



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（４）

Google乗換案内 公開後の管理・活用

フィードを開いた後の画面

9

GTFSデータをアップロードする
Google乗換案内パートナーヘルプ
https://support.google.com/transitpartners/answer/1111577?hl=ja&ref_topic=6377359



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（５）
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GTFSデータをアップロードする
手動アップロードの場合（１）

データのアップロードにはいくつ
か方法があります

代表的な方法として
①手動アップロード
データ改定の都度、GTFSデータ
を、パートナーダッシュボードに
てアップロードを行う

②自動取得
GTFSデータリポジトリ、サー
バー等に掲載のGTFSデータを
Googleが自動取得する
あらかじめ、リポジトリ・サー
バーには最新のデータをアップ
ロードしておく必要があります

自動取得のページを参照くだ
さい

青色のボタン
Start transfer/Upload
をクリック
Uplaod fileを選択



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（６）
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アップロードしてから処理完了までに 約30分ほどかかります

GTFSデータをアップロードする
手動アップロードの場合（２）

手動アップロードの方は
３ページ後の
「GTFSデータをアップロード後
の確認」へ進んでください

①

③②



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（７）
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GTFSデータをアップロードする
自動取得の場合（１） 手動アップロードを実行した場合は、この操作は不要です

【自動取得の設定】

Settings

URLを記入
GTFSデータリポジトリから取得する場合は「次か現行(Google用)」のURLを記載

データの取得間隔
7 day(s)・・・7日おきに自動取得

設定が完了したら「Update」ボタン
をクリック



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（８）
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GTFSデータをアップロードする
自動取得の場合（２）

Google乗換案内 公開後の管理・活用

重要：自動取得の場合で
も、データが正しく読み
込まれたか、データアッ
プロード後は、必ずダッ
シュボードを確認するよ
うにしてください。
エラーがでており、デー
タが読み込まれていない
ことがあります。

手動アップロードを実行した場合は、この操作は不要です
【データを即時 読み込みしたいとき】 青色のボタンのをクリック→

Start new transferボタンにて
データが読み込まれる



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（９）
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GTFSデータをアップロード後の確認

14

別資料１）初回登録編
巻末Bを参照

アップロード 約30分後に確認
データをアップロードしてから処理が完了するまで30～60分ほどかかります。
ブラウザの再表示ボタンを押します。

Transfersの項目 の１行目のステータスを参照

Validating が表示されている場合は、処理中です

Published が表示されている場合は、処理が完了

また、２ページ後のように、「New Data」項目
が表示されます。

Validation Fai.. が表示されている場合は、
データにエラーがあります

Validation report error(s)という赤色の項目が表
示されます。
View Reportをクリックして、エラー内容を確認
してください。

１行目のス
テータスを
見る

ここは現在有効
なデータの項目
です

Transfers
ここはデータを
アップロードし
た履歴です

Transfersを
見る



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１０）
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エラーがある場合の表示
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アップロード 約30分後に確認

Validation Fai.. が表示されている場合は、
データにエラーがあります

Validation report error(s)という赤色の項目が表
示されます。
View Reportをクリックして、エラー内容を確認
してください。

NG

別資料１）初回登録編
巻末Bを参照



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１１）
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読み込まれた GTFSデータの内容を表示する Google乗換案内パートナーヘルプ
https://support.google.com/transitpartners/answer/6377383?hl=ja&ref_top
ic=6377382

新たにアップロードしたデータは
「New Data」の項目に表示されます

Validation report をクリックすると、レポート
（GTFSデータの中身）を表示できます

Acquired：データをアップロードした日
FIRST/LAST SERVICE：データの有効期間

New Dataの項目

Vralidation report



読み込まれた GTFSデータの内容を表示する Validation Report

３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１２）
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①上部のタブ

・Overviewタブ 概要（このページです）

★Errorsタブ エラーとワーニング

・Changesタブ データを差し替えた場合に
差分を確認（今回は見ません）

★Stopsタブ 停留所の地図を表示

★Calendarsタブ 運行日カレンダーの表示

・Queriesタブ 経路検索のテスト

①上部のタブ Overview～Queries

②運行日が登録されて
いる期間

③Feed_info 提供情報
データの有効期限

Agency
事業者の情報

④Routes
経路の情報

★印は特に見ておいた方が良い項目

②運行日 ③提供情報
★Start_date, End_dateが適切か

End_dateは、余裕をみて先の日付にしてお
いても問題ありません
期限がきれる前に、GTFSデータを更新して
再度アップロードする必要があります

④経路の情報
行先をクリックして、詳細を確認



読み込まれた GTFSデータの内容を表示する Validation Report

３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１３）
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【Stopsタブ】
標柱の位置を地図に表示
クリックすると、停留所のIDや名称、経由
する路線が吹き出しに表示されます

【Calendarsタブ】
運行日の区分ごとの運行日・運休日を
カレンダー表示
■青色は運行日 ■赤色は運休日
□白色は有効期限外

以下の点を確認してください

・お盆・年末年始・祝日が正しく反映されているか
・シーズン運行が正しく反映されているか
・休校期間が正しく反映されているか
・曜日運行が正しく反映されているか

【Queriesタブ】
クリックすると、自動的に生成され
た区間により検索のテストが行なえ
ます

データをアップロードしてすぐは反映
されていません。アップロードしてか
ら24～48時間経過後に検索が行える
ようになります。
Queriesは50個リンクが表示されます
が、全部を試す必要はありません。



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１４）
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読み込まれた GTFSデータの内容を表示する Validation Report
【Overviewタブ】
経路の情報の「行先」をクリック

行先をクリック

経路を地図に表示

Scheduleをクリック
時刻を確認できます

平日・土日祝それぞれ
起点の停留所の時刻が
あっているか
行先の表現が適切か
確認しておくと良いです

行先



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１５）
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Change:現行ダイヤからの 変更点を表示
ルートを変更した箇所や、
便・停留所の増減、名称変更

箇所を確認できます

20

読み込まれた GTFSデータの内容を表示する Validation Report
【Changeタブ】
変化した情報の差分表示が行なえます



３．パートナーダッシュボード（管理画面）（１６）
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Email preferencesを以下のように設定すると エラーや有効期限切れの際にメールにて通知されます。
追加できるメールアドレスは、ダッシュボードにアクセスできるGoogleアカウントのユーザーの
メールアドレスです。



４．ダイヤ改正後のデータがマップに反映されるタイミング
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• 時刻・経路の検索
GTFSデータをアップロードしてから24時間～48時間ほどで反映されます。
反映後は、出発日をダイヤ改正後の日付にして検索すると、改正後のダイヤで検索されます。

データアップロードしてから24時間～48時間経過後に、Googleマップにて改正後日付にして検索。
改正後のダイヤが反映されているか確認してみてください。

• バス停アイコンの反映・位置の移動・名称変更
ダイヤ改正日になってから１～２日後に反映されます。

• 運賃改定時の運賃の検索結果
ダイヤ改正日になってから反映されます。

※まれに、バス停アイコンの移動の反映、路線カラーなどが、ダイヤ改正後しばらくたっても反映されない場
合があります。その場合は、Google乗換案内チームにメールにて連絡してください

ダイヤ改正日直後に反映されてい
ないことがあるので、バス停名称
変更や運賃改定の実施について、
アラートにてお知らせを入れてお
くとよいです。

注意）
ダイヤ改正が続けて２回ある場合

３月１０日ダイヤ改正
３月２０日ダイヤ改正 がある場合、 ２つのデータをアップロードしてしまいますと、あとからアップロードしたデータのみ
が有効になります。

この場合は、
①３月１０日改正のGTFSデータをアップロード
②３月１０日以降に３月２０日改正GTFSデータをアップロード



アラート機能を使用することにより、運行情報等を表示することができます。
・臨時ダイヤ、道路工事やまつり等による迂回運転や運休などの情報
・施設運休日は乗り入れない、学校休校日運休の情報
・乗継券、一日乗車券などの情報

５．運行情報（アラート）の登録方法（１）

Google乗換案内 公開後の管理・活用 23

運休 乗継券
の情報

予約の
情報

Google乗換案内パートナーヘルプ
https://support.google.com/transitpartners/topic/6384208?hl=ja&ref_to
pic=9055174



５．運行情報（アラート）の登録方法（２）
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Manual Service Alertsの登録（１）

ここをクリック

登録済みのアラートが一覧表示されます



５．運行情報（アラート）の登録方法（３）
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Manual Service Alertsの登録（２）
【はじめて登録する場合】

【すでに登録されているアラートがある場合】

Google乗換案内 公開後の管理・活用



５．運行情報（アラート）の登録方法（４）
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Manual Service Alertsの登録（３）
以下のように登録してみましょう。日付は本日の日付を指定。

フィード フィードを選択

期間 0:00を指定する場合は、0:00と入力するか、12:00AMを選択
23:59を指定する場合は、23:59と入力すればよいです

路線・停留所を指定 全路線を対象とする場合は、Route_typeのみ指定
Bus、Ferryなどを選択

対象となる路線や停留所のIDを指定することもできます
IDを複数指定する場合は
・コンマで区切る（コンマの後には半角空白が必要）
・Add another affected entityをクリックして行を追加

Bus-xxxx-xxx-jp

Agency_Idは省略してよい

必ず指定

2024-03-01 2024-03-01



５．運行情報（アラート）の登録方法（５）
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Manual Service Alertsの登録（４）
以下のように登録してみましょう。

分類

内容

入力が済んだら「Create」ボタンをクリック。

乗継券情報、予約の情報の場合は OTHERを選択すればよい

Cause
OTHER_CAUSE その他 特にこれ以外を使用しなくても問題ない

Effect
ADDTINAL_SERVE   ｉ増発運転
OTHER_EFFECT ｉ情報
REDUCED_SERVICE ｉ一部運休
MODIFIED_SERVIDE ｉダイヤ変更
DETOUR !迂回運転
NO_SERVICE ！運休

注意）「運休」を指定すると、検索の優先順位が低くなり便が表示されにくくなりま
す。事前に運休の予告を登録する場合は「情報」を使用してください

運休は、完全に運休する場合
一部運休は、一部区間・時間帯に運休する場合 というように使い分けてください

日本語の場合Ja （jを1回入力する） 英語の場合En

タイトル

内容

詳細情報が掲載されているホームページのURL
空でもよい

解説：
https://support.google.com/transitpartners/answer/10104458?hl=ja&re
f_topic=10120952&sjid=11261653729270311575-AP



５．運行情報（アラート）の登録方法（６）
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アラートの修正・削除を行う場合は、
ダッシュボードのアラートの一覧から選択してください。Googleマップで検索してみて 以下のように表示されれば

OKです。

表示されない場合は、ブラウザを再表示・もしくは検索をし
直してみてください。

それでも表示されていない場合、
・アラートを削除して、再度登録しなおしてください。
・路線や停留所のID（route_id, stop_id）を指定する場合
複数する場合コンマの後ろに空白が必要

アラートの一覧にて、該当のアラートを選択

Edit：編集
Duplicate：複製
Delete：削除



５．運行情報（アラート）の登録方法（７）

6:00,7:00,8:00を指定する場合
6:00（開始時刻）～8:01（終了時刻）で指定
（終了をプラス１分しないと、8:00発が表示されません）

Alert active periods 期間

駅前 10:00 12:00 14:40

市役所 10:20 12:20 15:00

病院 10:30 12:30 15:10

本町 10:40 12:40 15:20

上記の期間指定(10:30～15:00)を指定した場合、以下の時刻表の黒反転した箇所が表示対象になります。
（停留所を指定しない場合）

駅前10:00→市役所で検索 表示されない
駅前10:00→病院 で検索 表示される
駅前14:40→市役所で検索 表示されない
市役所15:00→本町で検索 表示されない
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Manual Service Alertsの登録 補足事項

毎週末にアラートを表示したい場合

2024-02-24 2024-02-25

2024-03-032024-03-02

2024-03-09 2024-03-10



12,  13

全路線に対して表示する場合
Route Typeのみ指定

特定の路線に表示する場合
Route idsと Route Typeを指定

特定の停留所にて下車・乗車する場合に表示する場合
Route Type と Stop_idsを指定

＜IDの確認方法＞ ダッシュボード（次ページ参照）で確認するかGTFSデータを見ると確認できます。
GTFSデータ Route_idは、routes.txt

Stop_idは、stops.txt

路線 route_idを指定
コンマで区切って複数路線指定可能

12, 13 というようにコンマの後
には半角スペースが必要

Agency_Idは省略してよい

停留所 stop_idを指定
コンマで区切って複数停留所指定可能

12, 13 というようにコンマの後
には半角スペースが必要

５．運行情報（アラート）の登録方法（８）
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Affected entities 路線・停留所を指定

Route_typeは必ず指定

Manual Service Alertsの登録 補足事項



５．運行情報（アラート）の登録方法（９）

Google乗換案内 公開後の管理・活用 31

【Overviewタブ】
Route_idの調べ方 Stop_id の調べ方

routeの情報

Route_id

【Stopsタブ】

Stop_id

Idはダッシュボードで調べることができます
ダッシュボードから以下の画面を表示するには

Stops

Overview

16ページ をクリック



NO_SERVICE 該当便は検索にヒットされにくくなります。（他の経路が優先されるため）
検索結果には「運休」と表示されます。

REDUCED_SERVICE 該当便も検索にヒットされます。
検索結果には「一部運休」と表示されます。

運休登録の場合の注意事項

１便 ２便 ３便

駅前 10:00 11:00 12:00

市役所 11:00 12:00 13:00

病院 12:00 13:00 14:00

本町 13:00 14:00 15:00

左の時刻表の場合

１便が運休の場合、
各停留所の発時刻である10:00～12:00を時間帯指定すると、２便、３便の一部停
留所も該当してしまいます。細かい時間を指定することが難しいですので、
この場合は、「REDUCED_SERVICE」を指定して、コメントに具体的な内容（駅
前10:00の便は・・・）を記載しておくか、ホームページの運行情報へリンクして
おきます。

５．運行情報（アラート）の登録方法（１０）
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Problem 分類

災害・台風等で終日運休
確実に運休が確定している場合
運休だといいきれるケース
「NO_SERVICE」を指定しても良いです。

雨天中止の場合通常運行となる
一部の区間や一部の便だけが対象の場合
運休と運行する便が混在するケースなどは
「REDUCED SERICE」のほうが良いでしょう

Manual Service Alertsの登録 補足事項



５．運行情報（アラート）の登録方法（１２）
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Languages 内容

Manual Service Alertsの登録 補足事項

日本語と、英語のコメントをそれぞれ登録する場合
Language：Japanese,ja のデータを登録後、
Language： English, en のデータを追加します

英語の内容を登録しなかった場合は、英語表示の場合には日本語のメッセージがそのまま表示されます



● △△停留所が終日休止となる場合

・期間を 0:00～23:59
・△△停留所の停留所id をsotp idに登録しておくと良い（指定しない場合は全停留所に表示されます）
・DETOUR 当該の停留所は使用できない場合。検索にはヒットします。
または STOP_MOVED 停留所が移動する場合

・「 2019年X月X日  △△停留所は＊＊まつり開催のため休止します。■■停留所をご利用ください。 」とい
うようにコメントを登録。

● XX線が本町付近で10:00～15:00の間 迂回運転する場合

・期間を 10:00～15:00より長めにする
・XX線の系統idを route idに登録しておくと良い（指定しない場合は全路線に表示されます）
・DETOUR
・「 XX線は本町付近で10:00～15:00の間 工事のため迂回運転を行います」というようにコメントを登録。

● 明日は台風のため全路線・全便運休する場合

・期間を 明日の日付 0:00～23:59
・NO_SERVICE 完全運休することがわかっている場合。検索にはヒットしにくくなります。
または REDUCED_SERVICE 運休が予測される場合や午後から復帰の見込みがある場合
など。検索にはヒットします。

・「 明日は台風接近のため全便運休する予定です。」というようにコメントを登録。
ホームページの運行情報にリンクしておくと良いでしょう。

５．運行情報（アラート）の登録例
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リンク・埋め込みの例のサンプルを以下のページに掲載しています
https://www.rosenzu.com/net/mieru/sample/

６．WEBサイトにGoogleマップのバス停や経路検索のリンクを掲載

●バス停へリンクするには
バス停に表示される「共有」をクリック

●経路検索へリンクするには 以下のようにURLを作成します

１）「どこまで」 公共交通を利用（出発地はユーザーの現在地）
URL記載方法：https://www.google.com/maps/dir/?api=1&destination=[どこまで]&travelmode=transit

[どこまで]の箇所には、緯度,経度（コンマで区切る）を記入します。
https://www.google.com/maps/dir/?api=1&destination=35.524675,137.565680&travelmode=transit

２）「どこから」 「どこまで」 公共交通を利用
URL記載方法：https://www.google.com/maps/dir/?api=1&origin=[どこから]&destination=[どこまで]&travelmode=transit

https://www.google.com/maps/dir/?api=1&origin=35.501085,137.503694&destination=35.524675,137.565680&travelmode=transit
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https://www.rosenzu.com/net/mieru/sample/
https://www.google.com/maps/dir/?api=1&origin=35.501085,137.503694&destination=35.524675,137.565680&travelmode=transit
https://www.google.com/maps/dir/?api=1&origin=35.501085,137.503694&destination=35.524675,137.565680&travelmode=transit


駅前のバス停や、位置がわかりにくいバス停は、写真を追加するとよいでしょう。Googleアカウントで
ログインしてから、下図の操作を行います。スマホからも投稿可能です。
なお、タイトルの箇所に表示される写真はGoogleが選定するので、他の人が投稿した写真が採用される
場合があります。写真の投稿は誰でも行なえます。

投稿した本人は、「自分の投稿」にて、投稿した写真の閲覧数を見ることができます。

７．バス停の写真
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スマホの場合
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